
 

いい年にしたいものです 
 クリスマスの華やかなイルミネーション、暮の

雑踏がうそのように、除夜の鐘がゴ～ンとなる大

晦日の深夜から早朝の朝にかけて、新年は静かに

幕を明けてゆきます。時間の流れは魔法がかかっ

た様に。しかし、｢日めくりをめくるがごとく年が

明け｣本当に、年を重ねるごとに、一年があっとい

う間に走り去り、あっという間に新年がやってく

るようです。皆さまには、巳年の幕開けはどんな

夢を描いたのでしょ

うか。 

日本海側は大雪の

お正月になりました

が、三が日に降る雨

や雪は｢御降｣と、め

でたい正月のあいに

くの空模様を、天からの授かりものと私たちのご

先祖様は呼んできました。 

なつかしい文字が飛び交い、喜怒哀楽が交差す

る年賀状に心もぽかぽか。家族がそろい、お雑煮

をほう張り、初詣、何でもいい、年の初めの幸せ

を気分新たに歩みだしたいです。いい年になるよ

うに願いをこめて。 

 

親から子、子から孫へ 

 子どものころ、障子の張替えは子どもの仕事

でした。庭先で、中学生の兄と一緒に手を真っ赤

にしながら障子を水洗い、障子を乾かしているあ

いだに、うどん粉を水で溶いて煮詰めてのりを作

り障子の張替えの準備をしました。準備ができた

ら、障子のさんにうどん粉のりを刷毛でつけなが

ら障子紙を張ってゆきます。 

子どものころの頃、おばあちゃんや、母は、手

ぬぐいを頭にかぶり、たすきがけをしたり、割烹

着を着たりして、年末の大掃除は家族全員でして

いました。 

障子の張替えも、小さい頃から、おばあちゃん

や両親がするのを見たり、手伝ったりしながら覚

えたもので、教えられたわけでもなく、見よう見

真似で覚えたものでした。体が覚えていることは、

いくつになっても、忘れることなく覚えているの

ですね。不思議なことに。子どもたちも、私のす

ることを見よう見真似でできるようになりました。 

今でも、母の部屋の障子を張り替えますが、障

子を洗っていると、子どものころの年末の情景が

なつかしく脳裏をかすめてゆきます。いつの世も、

いつもの流れに身をゆだね、年が暮、年が明けて

ゆくのですね 

 

    

１１１１月月月月のののの予定予定予定予定    
回想ガイド活動は、１８日（金） 

昔の遊び体験教室は、２６日（土）、 

開催場所は、歴史民俗資料館開催時間は、13時 30分～15時 30分です 
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